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寛仁親王殿下が特別寄稿！ 2009/05/22 08:17 

  

日本人の歴史教科書、5月24日発売 

普及に多部数購入、寄贈の呼びかけ！ 

  
  
 株式会社自由社から来たる5月24日に発売される市販本「日本人の歴史教科書」が昨日届きましたので概要を紹介致します。 
  
 この「日本人の歴史教科書」は先頃文科省の検定に合格した「新編 新しい歴史教科書」と、歴史講座日本とは「日本を読み解

く15の視座」を組み合わせた市販用の教科書です。 
  
 歴史講座は縦書きで表表紙からモノクロ36ページ、歴史教科書は横書きで裏表紙からカラー240ページという分厚い本に仕

上がっており、この内容と分量で1500円とは随分お得な価格設定となっていると感じました。 
  
 まだ一部に目を通しただけですが、内容は保守の視点で見ても納得の素晴らしいもので、全国の中学校、高校でこうした教科

書で歴史を学んで欲しいと思います。 
  

     
   自由社から発売される「日本人の歴史教科書」の表紙。 
  
 「日本を読み解く15の視座」は以下のような内容で、なんと寛仁親王殿下が特別寄稿されているのには驚きました（一部を紹介

します） 
  
＜特別寄稿＞ 
天皇と日本                    寛仁親王 
  

日本を読み解く15の視座 
  
日本文明の支柱としての武士道        櫻井よしこ 
儒教と口本人の精神と              加地伸行 
日本人の美意識                 加瀬英明 
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日本が生んだ優美な心理劇                 村松英子 
嵐山で発見した「日本」と「祖国」            石平   
日米関係の歴史                               田久保忠衡 
中国革命と日本                               宮崎正弘 
欧米のアジア植民地支配                    高山正之 
日本植民地の真実                           黄文雄 
移民と在外体験の日本史                   宮脇淳子 
ドイツの戦争・日本の戦争                   川口マーン恵美 
米占領支配が消し去った歴史         西尾幹二 
「戦力放棄」と戦後日本             堤秦 
「ナショナルエコノミー」が築いた日本の力  井尻千男 
「現代史」は本当の歴史ではない       中西輝政  
  
 なお、「NHKに抗議する国民大運動」が行われた翌日、去る5月17日（日）には同会主催の「日本を語る大講演会」が千代田区

の星陵会館で350人の参加者を集めて盛大に開催されました。 
  
 会は高森明勅理事の総合司会によりスタート、福地惇副会長の開会の挨拶に続いて、加地伸行、加瀬英明、田久保忠衛、高

山正之、西尾幹二、井尻千男、藤岡信勝の７人の執筆者が次々と登壇、熱く日本を語っていました。なおこの講演の内容は、『正

論』８月号（７月１日発売）に掲載される予定で、また、ＤＶＤも作成することにしているそうです。 
  
 また、この市販本はまとめて購入される場合特別価格（5-9冊は単価1350円、10冊以上は単価1270円、100冊以上は単価1
100円、いずれも消費税送料込み）になるそうです。 
  
 同会では企業研修、入学祝い、家庭の副読本として広く購入をアピールしています。また同会では全国の図書館、教育団体、

各国大使館、福祉施設、海外友好団体、日本語学校などに届けるため、購入した本の一部、または全部を同会に寄贈して欲し

いと呼びかけています。注文の際に「うち○冊を寄贈」と書き添えて欲しいとしています。 
  
_/_/    _/_/_/   _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ _/_/   
  

＜特別寄稿＞ 天皇と日本  寛仁親王 

  

  国体を守る『民族の知恵』 

  
 天皇という御存在は、神道的にみれば祭祀王としての存在とも言えるでしょうし、家系的に見れば我が国で も古い家系の主

とも言えますし、社会的には二六六九年の日本の伝統文化の担い手とも言えるでしょう。 
  
 そして、外国の王皇族の様に、パフォーマンスを常に意識していないといけない存在（国民もそれを期待するし、国民自身も自

らパフォーマンスをするのが常識です）と違って、一二二代孝明天皇迄は御簾の向こうにおわしまして、明治帝から初めて、国民

の中に姿を現されたという特殊な形態で来ました。 
  

       
   寛仁親王殿下、現在は手術されているので補助器をお使いです（昨年11月撮影） 
  
 然し乍（しかながら）、当時の人々も山間僻地にいたような民草でも、「京に都と言うものがあって、天子様という偉い方がおわす
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タグ： 新しい歴史教科書  寛仁親王殿下  藤岡信勝  加瀬英明  加地伸行  田久保忠衛  高山正之  西尾幹二  井尻千男   

そうだ！」といった程度の常識は伝承で語り継がれていたはずです。これが、我が国の一君万民の基本的な姿だったのではない

でしょうか？ 
  
 外国は、古くより、合理主義を尊びます。然し乍我が国では、神道という、宗教でない神の道を尊び、神秘的な現象を極く普通

に受け入れて、今迄来ました。自然界の全てを神たりうるものとして尊敬し、自然と共に生きる、共生するという事を古代から真

面目に守って来ました。 
  
 諸外国は、自然というか地球を、自分達が征服するという事を主眼にして来た様な気がします。科学の力で、産業革命を起こ

し、人間が、全てを支配するといった雰囲気を私は感じます。前述の様に合理主義に裏打ちされ、オール・オア・ナッシング（白黒

つけたがる）外国人魂と違い、我が国では、全世界から輸入された思想であれ、物質であれ、それらを見事に、時間を掛けて自

然にありのままに日本化し、自家薬籠中の物にしてしまう特殊性があります。 
  
 外国人と比較して、強いて言えば、グレイの部分を沢山持っているのだと思います。外国から見れば、神秘的に見えるかも知れ

ませんし、我々日本人でさえも、生活の中に多くの答えの出ないものを大切にしてきた歴史があり、それが我が国の世界に冠た

る特徴であると思います。 
  
 天皇陛下が、主宰される新嘗祭・或いはお代替わりの時に催される、大嘗祭等の宮中儀式も、陛下と皇太子殿下との間の一子

相伝で、我々は拝見したことも同席した事もなく、幄舎（あくしゃ）の中で鎮まって儀式が終わるのをお待ちしているのです。同じ様

に、三種の神器についても、我々は見る事もなく、語り継がれて来た事を信じているだけです。 
  
 外国人にこの事を話したとしても到底理解してくれないと思いますが、我々日本人は、自然界の中で様々な形で、あらゆる物を

神々しいものとして受け入れ大事にして来ていると同時に、繰り返しますが、歴代の天子様の事も、知る知らない、見たことが有

る無いに拘わらず、日本国の象徴として、民族の象徴として、崇敬し敬愛して来たという、全く他国に見られない行いを神話の時

代から連綿と続けてきました。 
  
 国民一人一人の、国体を守る、「民族の知恵」を感じざるを得ません。 
 
  
○新しい歴史教科書をつくる会 
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2009/05/22 10:25Commented by リップンチェンシン さん 

すばらしい執筆陣ですね。チャンネル桜でも紹介されていました。 

 
あと、昨日スカパーからガイド誌が送られてきましたが、桜のＨＰ 
でも告知済みのお知らせです。 

 
ch219 スカイアイ/日本文化チャンネル桜 
娯楽・趣味ジャンルで６月１日より放送を開始します。無料放送。 
２０：００～２４：００の４時間。 

 
よくぞ復活してくれました。妨害工作をやる姑息なサヨクにいつの 
日か正義の鉄槌を。心より祝福します。 

 
（娯楽・趣味ってのが気にくわんなあ。ニュース・教養がいい。趣味 
ってなんやねん）  

 

2009/05/22 10:54Commented by すずめめだか さん 

より多くの市民に知らせるため図書館にこの本をリクエストします。 

 
本日初めて、櫻井よしこ女史の講演会に行ってきます。 
とても楽しみにしています。会場ではきっと元気の出る話を聞くことができるのではないで

しょうか。 
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もしかしたらその本も販売されているかもしれません。 

 
先ほどNHKの受信料を口座振替から振り込みへ変更の手続きをしました。 
自動引き落としに対し許せない状況をNHKは作り出し、その容態が肥大化 
した為です。 
知人からNHK受信料自由化を求める署名活動のメールも回ってきました。 
NHKの正体が分からない人たちには、正論の話すより「払ってないよ。 
あの人もこの人も。」みたいな感じで日本人特有の”赤信号みんなで渡れば怖くない”を利

用していきましょう。というか私もこれで安心してます。 
もちろんNHKの集金人が来た時の撃退法も撃退した知人から指導を受けました。結構こ

の撃退法はいろいろな種類がネット上に出回っているようですね。  

2009/05/22 11:25Commented by 花うさぎ さん 

To リップンチェンシンさん おはようございます。 
 
>すばらしい執筆陣ですね。チャンネル桜でも紹介されていました。 
 
あっ、そうですか。見逃してました。 

 
>よくぞ復活してくれました。妨害工作をやる姑息なサヨクにいつの 
>日か正義の鉄槌を。心より祝福します。 
 
少しづつでも復活してくれると嬉しいですね。 

> 
>（娯楽・趣味ってのが気にくわんなあ。ニュース・教養がいい。趣味 
>ってなんやねん） 
 
本当ですね。娯楽はおかしいですね？。 

 

2009/05/22 11:31Commented by 花うさぎ さん 

To すずめめだかさん こんにちは。 
 
>より多くの市民に知らせるため図書館にこの本をリクエストします。 
 
おお～、ありがとうございます。 

 
>本日初めて、櫻井よしこ女史の講演会に行ってきます。 
 
いいですね～。保守論壇の第一人者ですし、きっと勇気と元気をプレゼントしてくれるでし

ょう。 

 
 
>NHKの正体が分からない人たちには、正論の話すより「払ってないよ。 
>あの人もこの人も。」みたいな感じで日本人特有の”赤信号みんなで渡れば怖くない”を

利用していきましょう。 

 
それでいきましょう。西村幸祐さんは受信料を払い続けることは犯罪に加担しているのと

同じ、と言ってますが正にその通りです。 

 
何か言われたら「獨協大学の中村教授は40年も払っていない。彼が払ったら私も払う」と

いって下さい(^^)。  

 

2009/05/22 22:25Commented by hastuyama さん 

>何か言われたら「獨協大学の中村教授は40年も払っていない。彼が払ったら私も払う」

といって下さい(^^)。  
 
こんばんわ。 
払わない理由に、他人の名前を出して迄・・・は感心しませんが。 
徴集する理由自体の根拠の薄弱性・・・仮に法律としても根拠がない。 
ってのが、一番縛りが無いかもしれません。 
集金人の根拠が、テレビ持っている人は払う様に決められている・・・としか言いませんか

ら。 
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私は、あんな偏向番組しか作れないのなら、とっとと破産しろ。 
まして、ディレクターが制作費をチョロマカシテイルしてやがる分際で、法律を翳すんじゃ

ねえ！！ 
ドブに金は捨てても、テメエらに呉れてやる金は無い！！ 
と、温和な話し合いをしております。（自分の中では？）  

2009/05/22 22:51Commented by リップンチェンシン さん 

花うさぎさん、 

 
「東アジア黙示録」が１９日より復活してますね。行ってきましたよ。 

 
 またお気に入りに復活させときましたわ。  

 

2009/05/22 23:44Commented by 花うさぎ さん 

To hatuyamaさん こんばんは。 
 
>ドブに金は捨てても、テメエらに呉れてやる金は無い！！ 
>と、温和な話し合いをしております。（自分の中では？） 
 
がははははは。温和ではないでしょうけど聞いたら「その通り！」と声援を送ります。 

 

2009/05/22 23:45Commented by 花うさぎ さん 

To リップンチェンシンさん こんばんは。 
 
>「東アジア黙示録」が１９日より復活してますね。行ってきましたよ。 
 
はい。以前のエントリーのコメント欄でもお知らせしました。これでまた面白くなりそうです

(^^)。  

 

2009/05/27 11:53Commented by 花うさぎ さん 

・お知らせ 

 
TB頂いている下記二つのブログさんへ 
 
・「つくる会」と絶縁した産経新聞を支持しますわ 
・藤岡信勝研究 

 
私は正直言って何故「新しい歴史教科書をつくる会」は分裂したのか、詳しい事情は知り

ませんが、基本的には「何とかまとまって力を結集して欲しい」と願う一人です。 

 
従って、教科書改善の会のセミナーにも出ますし、そのレポートもお届けしています。 

 
今回は「新編 新しい歴史教科書」が検定に合格し市販本も出版されたのでエントリーを

上げたのですが、頂いたTBの内容はこれに対する非難のようにも受け取れます。 
 
ブログにお邪魔してコメントを書こうと思ったのですが、二つともコメント欄がありません。

つまり訴訟にもなって争われているのは理解できますが、それに巻き込まないで欲しいの

です。 

 
よって今回頂いたTBは削除させて頂きますのでご了承下さい。  
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